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1 はじめに

現在，WWW上に存在する情報には静的な情報が多
く，有効利用するには非常に困難な問題である．Web
ページの情報を有効利用する一手段として，Webペー
ジへの付加情報がある．Webページの付加情報とは，
あるWebページに対する閲覧者の注釈などである．付
加情報を有効利用することで，Webページを後から閲
覧する際に役立ったり，付加情報から間接的な情報獲

得が期待される [1]．

そこで，本稿では，プロキシエージェントを介して，

ユーザがWebページに付加した情報をコミュニティ内
で効果的に共有する新たなフレームワークを提案する．

本フレームワークでは，Webブラウザ上で直接Web
ページを編集する技術WFE[2](図 1)に基づき，ユー
ザは，新たな情報を付加した独自のWebページをエー
ジェントに登録できる．プロキシエージェントは，登録

された付加情報を，各ユーザの好みに基づいてコミュ

ニティ内の他のエージェント間で自動的に送受信し，登

録された付加情報の共有を行う．

WFEは，Webブラウザ上に表示されたWebページ
の文字列を選択することにより，WebページのHTML
ファイルを編集することができるシステムである．ブ

ラウザを用いてオンラインで直接編集することによ

り，利用者がソフトウェアを用意しなくともサーバ上

の HTMLがカスタマイズできる．

本研究では，WFEを用いてユーザがHTMLファイ
ルに対して付加した情報を，MiNetを用いて共有する．
MiNetはネットワーク上の計算機に分散した情報資源
を，エージェントを用いて効率的かつアドホックに共

有するためのフレームワークである．MiNetにおける
分散情報共有は，PureP2P型のネットワークで構成さ
れている．MiNetでは，モバイルエージェントを用い
て，他のユーザのエージェントと通信を行うことによ

り，自律的に動的な情報共有ネットワークを構成する．

本稿では，2章で本フレームワークの概要，および
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図 1: WFEの実行例

3章でプロキシエージェントに基づく実装について述
べる．そして，4章で本フレームワークの特徴を述べ，
5章で本稿をまとめる．

2 Web ページへの付加情報共有フレーム
ワークの概要

Web ページの付加情報共有において，サーバ上の
HTMLファイルを直接更新してしまうと，関係のない
閲覧者にも付加情報が閲覧できてしまう．そこで，本

フレームワークでは，MiNetのエージェントがプライ
ベートプロキシサーバとしてWeb上の HTMLファイ
ルをキャッシュし，ユーザはそのHTMLファイルに対
して付加情報を加える．本稿では，このWFEを搭載
したプロキシエージェントをWFEエージェントと呼
ぶ．WFEエージェントは，付加情報をMiNetにより
共有する．また，コミュニティ内の他のユーザが付加

情報を加えた HTMLを閲覧時に，共有している付加
情報と元のHTMLから，付加情報を加えたHTMLを
生成する．

3 プロキシエージェントに基づく実装
図 2に本フレームワークのアーキテクチャを示す．本

フレームワークでは，各ユーザの計算機にWFEエー
ジェント（プロキシエージェント）が待機している．

ユーザはWFEエージェントを通常のプロキシサーバ
として扱い，WFEエージェントを介してWebページを
閲覧する．ユーザがリクエストしたURLのWebペー
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図 2: アーキテクチャ

ジは，WFEエージェントによりキャッシュされ，ユー
ザのブラウザにはWFEエージェントがキャッシュし
たHTMLが送信される．したがって，ユーザは通常の
Web閲覧と同じように操作できる．

Webブラウザで閲覧しているWebページに対して
付加情報を挿入したい場合，ユーザはWFEを用いて
ブラウザから付加情報を挿入する．挿入した付加情報

は，WFE エージェントが持つ Edit Database(以下，
EditDBと略す)に格納される．EditDBに格納される
情報は，付加情報を挿入した Web ページの URL を
キーとして，作成者，挿入箇所，付加内容，および，付

加した日時である．付加情報が挿入されたURLにユー
ザがアクセスした場合，WFEエージェントは，その
URLの HTMLと，EditDBに格納されている付加情
報から付加情報が挿入された HTMLを生成し，ユー
ザに読み込ませる．

EditDBに格納された付加情報は，MiNetによりネッ
トワーク上の他のWFEエージェントと共有される．各
ユーザに EditDBに分散して付加情報を格納すること
により，現在ネットワークに参加しているユーザの付

加情報のみ共有される．すなわち，他のユーザが挿入

した付加情報に対して，挿入したユーザと同期的なコ

ミュニケーションを行うことが可能である．

ここで特筆すべき点は，WWW上のHTMLファイル
を直接書き換えていない点である．WWW上のHTML
を直接書き換えていないので，コミュニティ外のユー

ザには，付加情報の内容が閲覧されることはない．付

加情報は，MiNetネットワーク上のユーザ，すなわち，
コミュニティ内のユーザ間のみで共有される．上記機

能を応用することにより，複数ユーザ間での共同Web
編集ツールとしても利用できる．

4 本フレームワークの特徴

本フレームワークでは，i)Webページに対してWeb
ブラウザから直接付加情報を挿入できる，ii)コミュニ
ティ内で付加情報を共有できる，そして，iii)サーバ上

のWebページには変更を加えない，の３点が主な特徴
である．特に，iii)に関しては，サーバにシステムを設
置するWiki[3]とは大きく異なる．Wikiではサーバ上
に直接情報を格納するため，すべての閲覧者に同じ情

報が公開される．本フレームワークでは，エージェン

ト間でネットワークを構成することにより，閲覧者に

よって表示する内容を変化させることが可能である．

例えば，論文の締切が書かれた学会のWebページに
対して，研究室内の締切を注釈としてWebページに
付加する．注釈の付加にはWFEの機能を用いている
のでWebブラウザで表示しているWebページに直接
挿入される．Webページに直接挿入されるので，Web
ページと付加情報の関係（例では，学会の論文締切と

研究室内の締切）が一見しただけで認識することが可

能である．また，付加された締切の情報は，コミュニ

ティである研究室内のWFEエージェント間で共有さ
れ，他の研究室のメンバーが学会のWebページを閲
覧するだけで研究室内の締切を確認できる．従来の方

法では，研究室内で別途，研究室内の締切を提示する

必要があるが，本フレームワークを用いることにより，

関連した情報を同時に得ることが可能である．研究室

内の締切の情報は，WFEエージェントによりコミュニ
ティ内のメンバーにのみ共有されるので，研究室外の

閲覧者に閲覧されることはない．

5 おわりに

本稿では，WFEおよび MiNetを用いたWebペー
ジへの付加情報共有フレームワークを提案し，その仕

様と特徴を示し，有効性を示した．

また，今後の課題として，コミュニティ内で付加され

た情報が膨大になると，内容が時間的・断片的になり，

重要な情報を得るのが困難に考えられる．したがって，

複数の付加情報の統合や，フィルタリングをエージェ

ントを用いて知的に行う手法を検討する必要がある．

参考文献

[1] 廣津登志夫 ,高田敏弘, 青柳滋己, 佐藤孝治, 菅原
俊治:Web アノテーション共有システム Cmew/U
の設計と実装, 情報処理学会論文誌, Vol42, No.10
pp2466-2475, 2001年

[2] 田代慎治, 伊藤孝行, 大囿忠親, 新谷虎松:Webペー
ジにおけるオンライン直接編集機構の試作, 平成
15年度電気関係学会東海支部連合大会講演論文集,
pp.262, 2003年

[3] Wiki Wiki Web : http://c2.com/cgi/wiki

2－332



<<
  /ASCII85EncodePages false
  /AllowTransparency false
  /AutoPositionEPSFiles true
  /AutoRotatePages /All
  /Binding /Left
  /CalGrayProfile (Dot Gain 20%)
  /CalRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CalCMYKProfile (U.S. Web Coated \050SWOP\051 v2)
  /sRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CannotEmbedFontPolicy /Warning
  /CompatibilityLevel 1.4
  /CompressObjects /Tags
  /CompressPages true
  /ConvertImagesToIndexed true
  /PassThroughJPEGImages true
  /CreateJDFFile false
  /CreateJobTicket false
  /DefaultRenderingIntent /Default
  /DetectBlends true
  /ColorConversionStrategy /LeaveColorUnchanged
  /DoThumbnails false
  /EmbedAllFonts false
  /EmbedJobOptions true
  /DSCReportingLevel 0
  /SyntheticBoldness 1.00
  /EmitDSCWarnings false
  /EndPage -1
  /ImageMemory 1048576
  /LockDistillerParams false
  /MaxSubsetPct 100
  /Optimize false
  /OPM 1
  /ParseDSCComments true
  /ParseDSCCommentsForDocInfo true
  /PreserveCopyPage true
  /PreserveEPSInfo true
  /PreserveHalftoneInfo false
  /PreserveOPIComments false
  /PreserveOverprintSettings true
  /StartPage 1
  /SubsetFonts true
  /TransferFunctionInfo /Apply
  /UCRandBGInfo /Preserve
  /UsePrologue false
  /ColorSettingsFile (None)
  /AlwaysEmbed [ true
  ]
  /NeverEmbed [ true
  ]
  /AntiAliasColorImages false
  /DownsampleColorImages true
  /ColorImageDownsampleType /Bicubic
  /ColorImageResolution 300
  /ColorImageDepth -1
  /ColorImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeColorImages true
  /ColorImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterColorImages true
  /ColorImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /ColorACSImageDict <<
    /QFactor 0.40
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /ColorImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000ColorACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000ColorImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasGrayImages false
  /DownsampleGrayImages true
  /GrayImageDownsampleType /Bicubic
  /GrayImageResolution 300
  /GrayImageDepth -1
  /GrayImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeGrayImages true
  /GrayImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterGrayImages true
  /GrayImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /GrayACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /GrayImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000GrayACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000GrayImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasMonoImages false
  /DownsampleMonoImages true
  /MonoImageDownsampleType /Bicubic
  /MonoImageResolution 1200
  /MonoImageDepth -1
  /MonoImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeMonoImages true
  /MonoImageFilter /CCITTFaxEncode
  /MonoImageDict <<
    /K -1
  >>
  /AllowPSXObjects false
  /PDFX1aCheck false
  /PDFX3Check false
  /PDFXCompliantPDFOnly false
  /PDFXNoTrimBoxError true
  /PDFXTrimBoxToMediaBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXSetBleedBoxToMediaBox true
  /PDFXBleedBoxToTrimBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXOutputIntentProfile (None)
  /PDFXOutputCondition ()
  /PDFXRegistryName (http://www.color.org)
  /PDFXTrapped /Unknown

  /Description <<
    /FRA <>
    /ENU (Use these settings to create PDF documents with higher image resolution for improved printing quality. The PDF documents can be opened with Acrobat and Reader 5.0 and later.)
    /DEU <>
    /PTB <>
    /DAN <>
    /NLD <>
    /ESP <>
    /SUO <>
    /ITA <>
    /NOR <>
    /SVE <>
    /KOR <FEFFd5a5c0c1b41c0020c778c1c40020d488c9c8c7440020c5bbae300020c704d5740020ace0d574c0c1b3c4c7580020c774bbf8c9c0b97c0020c0acc6a9d558c5ec00200050004400460020bb38c11cb97c0020b9ccb4e4b824ba740020c7740020c124c815c7440020c0acc6a9d558c2edc2dcc624002e0020c7740020c124c815c7440020c0acc6a9d558c5ec0020b9ccb4e000200050004400460020bb38c11cb2940020004100630072006f0062006100740020bc0f002000520065006100640065007200200035002e00300020c774c0c1c5d0c11c0020c5f40020c2180020c788c2b5b2c8b2e4002e>
    /CHS <FEFF4f7f75288fd94e9b8bbe7f6e521b5efa76840020005000440046002065876863ff0c5c065305542b66f49ad8768456fe50cf52068fa87387ff0c4ee563d09ad8625353708d2891cf30028be5002000500044004600206587686353ef4ee54f7f752800200020004100630072006f00620061007400204e0e002000520065006100640065007200200035002e00300020548c66f49ad87248672c62535f003002>
    /CHT <FEFF4f7f752890194e9b8a2d5b9a5efa7acb76840020005000440046002065874ef65305542b8f039ad876845f7150cf89e367905ea6ff0c4fbf65bc63d066075217537054c18cea3002005000440046002065874ef653ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000520065006100640065007200200035002e0030002053ca66f465b07248672c4f86958b555f3002>
    /JPN <FEFF3053306e8a2d5b9a306f30019ad889e350cf5ea6753b50cf3092542b308000200050004400460020658766f830924f5c62103059308b3068304d306b4f7f75283057307e30593002537052376642306e753b8cea3092670059279650306b4fdd306430533068304c3067304d307e305930023053306e8a2d5b9a30674f5c62103057305f00200050004400460020658766f8306f0020004100630072006f0062006100740020304a30883073002000520065006100640065007200200035002e003000204ee5964d30678868793a3067304d307e30593002>
  >>
>> setdistillerparams
<<
  /HWResolution [2400 2400]
  /PageSize [612.000 792.000]
>> setpagedevice




